
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集室より 

 
第３回ジャパン・ヤーン・フェア（ＪＹ）が終了した。３日間の会期を通じて３５都府県及び海

外から２,９２７名の来場（海外１４名）があった。そもそもＪＹは尾州産地が、紡績の海外移転な
どで糸が入手難になっている現状や一層の差別化素材作りに貢献するため、開催したものであるが、

３回目にして早くも“全国区”に定着した。来場者を分析してみると愛知県からは１,２９６名で４
４％を占めた。この数字を多いと見るか、地元なのに少ないと見るか、判断は分かれるが、わざわ

ざ岩手県や山形県、沖縄県、鹿児島県、熊本県など遠隔地の来場を考えると、地元にはしっかりと

見て頂きたい。会期中に最も印象に残ったのはレッグニットＳＰＡのデザイナー１０数名がニッタ

―を伴って糸選びをしていた点だ。デザイナー達の若さが会場を華やかにしたが、ブースを見る目

は真剣そのものだった。「商材を逃さない」というプロの目だ。ＪＹはテキスタイルやニットだけ

でなく、ＳＰＡやセレクトショップの評価をも得始めた。（ＭＹ） 
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